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＜準備期間中に必要な 5つのとりくみ＞ 

❶ 拡大目標と組織化の対象（個人対象者、対象職場、対象地域、対象業種、対象未加盟労組など）を

明確にします。 

❷ 組織化の対象に対する作戦・計画・担当者・行動配置などを決めます（必要なビラや宣伝カー、宣

伝テープなどの準備・手配を含む）。 

❸ 集中ゾーンの行動内容などを明確にし、参加者の配置などを確定します。 

❹ 全組合員参加の拡大「月間」にするため組織建設推進委員を中心に組織拡大の意思統一をする学習

会や集会などを開催します。 

❺ 組織建設推進委員の配置と役割を明確にした強固な推進体制を確立します。 

9月18日 現在

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 計

新結成 組織数 2 0 5 1 2 2 1 2 0 0 1 1 17

拡大人数 7 0 10 1 2 2 2 4 0 0 1 2 31

組織内 全体組織数 24 52 41 42 43 36 44 46 38 37 35 25 463

組織数（重複除く） 24 38 18 16 19 12 12 12 5 3 6 7 172

拡大人数 61 91 92 112 125 122 113 149 162 108 97 65 1,297

68 91 102 113 127 124 115 153 162 108 98 67 1,328

2017年度9月～　組織拡大数

組合員拡大合計人数

組織数
組合員
数

組織数 組合員数

99年度 2000年8月末 80 765 組織 1,522 2,287 ②
00年度 2001年8月末 70 774 150組織 2,163 2,937 ①
01年度 2002年8月末 32 607 組織 1,049 1,656 ⑨
02年度 2003年8月末 49 1,038 組織 943 1,981 ③
03年度 2004年8月末 45 759 組織 715 1,474 ⑫
04年度 2005年8月末 50 636 組織 733 1,369 ⑭
05年度 2006年8月末 66 653 105組織 896 1,549 ⑪
06年度 2007年8月末 53 502 組織 1,373 1,875 ④
07年度 2008年8月末 47 248 158組織 912 1,160 ⑰
08年度 2009年8月末 91 786 135組織 1,069 1,855 ⑤
09年度 2010年8月末 65 435 134組織 1,275 1,710 ⑦
10年度 2011年8月末 33 269 70組織 704 973 ⑱
11年度 2012年8月末 42 287 116組織 591 878 ⑲
12年度 2013年8月末 48 327 150組織 999 1,326 ⑯
13年度 2014年8月末 36 366 153組織 1,051 1,417 ⑬
14年度 2015年8月末 43 176 239組織 1,571 1,747 ⑥
15年度 2016年8月末 28 147 209組織 1,555 1,702 ⑧
16年度 2017年8月末 19 118 217組織 1,465 1,583 ⑩
17年度 2018年8月29日 17 31 172組織 1,297 1,328 ⑮

897 8,893 20,586 29,479

＜建交労結成以降の組織拡大＞2018年9月18日までの報告

集計時期
新結成 企業・組織内拡大

拡大
総数

拡大
順位

総合計

１０月～１１月秋の組合員拡大・準備月間 

２０１7 年度拡大報告 1,328 人（9/18 現在） 
 全国の仲間のみなさん、10月～11月は秋の組合員拡大月間です。第 20回定期大会運動方針及び秋闘

方針では第 4 次中期計画の 3 年目として、秋のとりくみで「1,500 人拡大・1,000 人純増」を決定しま

した。8 月～9 月を準備月間です。中央本部が作成した秋闘のチラシは、9 月 25 日を目処に各組織へ到

着する予定です。以下のとりくみを各組織で位置づけ、仲間を増やすとりくみに必ず足を踏み出しまし

ょう。2017年度の未報告組織は大至急、中央本部へ送ってください。 
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